
 

 
 

 

 

 

 

                                         2024年 1月吉日 

 

 お客様各位  
 

エッペンドルフ・ハイマック・テクノロジーズ株式会社 

東京セールスオフィス 

マーケティング課 
 

 

チューブ・ボトル名称変更のお知らせ 
 
 

平素より格別なるご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
弊社では、ポリプロピレン製チューブ・ボトルの名称に「PP」、「PA」の2通りがあり、販売を行ってきましたが、 
2024年1月よりこの名称を「PP」に統一します。以下に詳細をご案内致します。 
 

記 

 

１． 背景 
弊社の販売するチューブ・ボトルは名称に材質を示す略称を入れております。 

その中で「PP」と「PA」のチューブ・ボトルは同系統の材料（ポリプロピレン製）ですが、「PA」には材料商品名の 
略称を使用し、これまで販売を行っておりました。弊社販売の「PA」とは「ポリアロマー」を指しております。 
一方、世界的に「PA」は「ポリアミド」(代表例： ナイロン)と認識されており、両者は完全に別材料です。 

つきましては、誤認識を避けるため、ポリプロピレン製チューブ・ボトルの名称を「PP」表記に統一します。 

 

２． 変更内容 

 

項目 変更後 変更前 

ポリプロピレン製チューブ・ボトル名称 「PP」表記に統一 
「PP」と「PA」の 

2種類の表記が存在 

 
３．注意および特記事項 

●変更は名称のみで、材質自体の変更はありません。 
●製品への表示、製品ラベル、データベース、取扱説明書、カタログなど順次変更を実施していきますが、変更

の過渡期において、上記媒体に「PA」表記が記載されている場合があります。 
この場合、「PA」を「PP」と読み替えてご使用ください。 

●チューブ・ボトル名称変更に関する案内は、チューブ・ボトルに同梱されている「チューブ注意書」にも追加 
します。改訂版「チューブ注意書」は順次適用予定ですが、在庫品との関係で新旧混在する場合があります。 
（次頁参照） 

●「PA」チューブ・ボトルにつきましては、これまでオートクレーブ滅菌の条件を 115℃、30分としておりましたが、 

今後は「PP」チューブ・ボトルと同条件（121℃、20分）でご使用になれます。 
 

本件に関するお問い合わせは、弊社HP （https://www.himac-science.jp）、または、  
フリーダイヤル（0120-024-125 ※土・日・祝日・弊社休業日を除く：9：00～12：00、13：00～17：00）、  
各セールスオフィスまでお願い致します。 

（次頁へ続く） 
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（前頁からの続き） 

 
（参考）改訂版「チューブ注意書」和文見本 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

以上    
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